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メ
ー
ジ
や
資
産
価
格
低
下
に

も
繋
が
る
。
そ
こ
で
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
１
点
目
。
数
年
前
か
ら
空

き
家
の
撤
去
費
用
を
助
成
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

助
成
額
は
撤
去
費
用
の
１
割

ほ
ど
だ
が
、
所
有
者
が
空
き

家
を
取
り
壊
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
の
事
例
も
あ
る
。

ま
た
、
屋
根
の
積
雪
で
空
き

家
が
倒
壊
す
る
危
険
を
未
然

に
防
ぐ
等
々
を
考
慮
し
、
建

物
撤
去
費
用
を
助
成
す
る
制

度
を
新
設
し
て
は
。

　
２
点
目
。
以
前
、
本
会
議

で
の
質
問
に
対
し
「
空
き
家

等
の
状
態
と
周
知
へ
の
影
響

の
程
度
を
踏
ま
え
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
基

準
や
、
北
海
道
の
手
引
き
等
、

整
合
性
を
取
り
な
が
ら
町
の

実
情
に
合
っ
た
判
断
基
準
と

運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。

　
町
長
　
１
点
目
、
倒
壊
等

の
危
険
性
の
あ
る
空
き
家
等

に
あ
っ
て
も
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
所
有
者
等
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
所
有
者
等
の
中
に
は
、
解

体
費
用
を
用
意
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
も
い
る
。
所
有
者

の
自
発
的
な
除
却
を
促
進
す

る
た
め
に
、
危
険
性
の
あ
る

空
き
家
等
の
除
去
に
関
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
対
策
を
参
考
に
す

る
な
ど
、
今
後
、
長
万
部
町

の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
効

果
的
な
施
策
に
な
る
よ
う
な

支
援
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
空
き
家
等
に
関

す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
に

つ
い
て
、
住
宅
密
集
地
以
外

の
１
２
１
件
に
つ
い
て
も
現

地
外
観
調
査
を
行
い
、
４
１

１
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
入

力
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
固

定
資
産
課
税
情
報
に
よ
り
所

有
者
の
特
定
を
行
い
デ
ー
タ

を
整
備
中
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
所
有
者
の
特
定

で
き
た
物
件
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
空
き
家
の
状
況

や
所
有
者
の
意
向
の
把
握
に

努
め
、
適
切
な
管
理
の
推
進

を
要
請
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
倒
壊
の
危
険
性
な

ど
の
ほ
か
、
生
活
環
境
、
防

災
、
防
犯
な
ど
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
、
関
係
各
課
で
協

議
を
し
て
対
応
し
て
き
て
い

る
が
、
さ
ら
に
役
場
内
で
の

対
策
体
制
の
強
化
を
図
り
、

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

　
大
谷
　
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
建
物
が
何
軒
か
あ
り
、
早

め
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
制
度
や
計
画
の
策
定

は
、
い
つ
ま
で
に
検
討
す
る

の
か
。

　
町
民
課
長
　
進
捗
状
況
に

よ
る
が
、
所
有
者
の
特
定
が

で
き
た
部
分
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査

を
実
施
し
、
年
度
内
を
目
標

に
し
て
や
っ
て
い
く
。
そ
の

結
果
を
基
に
助
成
制
度
の
検

討
や
、
計
画
の
体
制
を
進
め

空き家対策の現状と課題と
　　　　　　今後の取り組みは
（町長）効果的な施策になるような　　

支援制度を検討

― 大谷　敏弥　議員 ―
　
大
谷
　
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
で
、
ま
す
ま
す
空
き

家
が
増
え
て
く
る
。
管
理
が

行
き
届
か
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
れ
ば
、
地
域
の
防
災
や
住

環
境
に
影
を
落
と
す
。
ま
た
、

治
安
面
や
衛
生
面
な
ど
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、
町
の
イ

て
い
き
た
い
。

　
大
谷
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
意
向
調
査
は
い
つ
ま
で
に

終
わ
ら
せ
る
の
か
。

　
町
民
課
長
　
年
度
内
を
目

標
に
発
送
し
、
来
年
度
に
は

そ
れ
を
ま
と
め
、
検
討
課
題

を
固
め
て
進
め
た
い
。

　
大
谷
　
所
有
者
の
特
定
が

で
き
て
な
い
物
件
は
何
軒
か
。

　
町
民
課
長
　
デ
ー
タ
件
数

は
４
１
１
件
で
、
そ
の
う
ち
、

更
地
に
な
っ
て
い
た
り
使
用

者
が
判
明
し
た
件
数
を
除
く

と
３
７
６
件
。
現
在
、
そ
の

中
で
所
有
者
情
報
が
確
認
さ

れ
て
る
の
は
３
３
９
件
で
あ

り
、
残
り
　
件
が
特
定
で
き

３７

て
い
な
い
。

倒壊の危険がある建物
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柏
倉
　
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
家
賃
が
町
の
収

入
と
な
り
、
食
費
、
管
理
費

は
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ム
長
万
部

の
収
入
と
な
る
。
家
賃
は
年

収
に
よ
り
区
分
が
分
か
れ
て

お
り
、
１
５
０
万
円
以
下
の

場
合
、
単
身
用
居
室
は
月
額

１
万
５
千
円
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
年
収
が
国
民
年
金
の

み
の
方
は
、
満
額
支
給
で
も

月
額
６
万
５
千
円
ほ
ど
で
、

年
額
に
す
る
と
　
万
円
と
な

７８

り
、
食
費
、
管
理
費
を
支
払

う
と
手
元
に
は
残
ら
な
い
状

況
と
な
り
、
家
賃
を
支
払
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
年
収
１
５
０
万

円
以
下
の
階
層
を
も
っ
と
細

か
く
定
め
、
家
賃
の
免
除
の

階
層
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

町
の
持
ち
出
し
分
と
な
る
。

　
年
収
１
５
０
万
円
以
下
の

階
層
を
も
っ
と
細
か
く
定
め
、

家
賃
免
除
の
階
層
を
設
け
る

べ
き
と
の
質
問
だ
が
、
現
在

の
居
室
料
は
、
平
成
　
年
の

１３

開
設
以
来
改
定
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
過
去
に
は
料
金
見
直

し
の
検
討
を
行
っ
た
経
緯
は

あ
る
が
、
据
え
置
い
た
ま
ま

の
状
態
で
あ
る
。

　
現
在
、
第
７
期
長
万
部
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
「
共
に

支
え
合
い
、
長
寿
で
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
に
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
の
第
８
期
計
画

策
定
作
業
の
段
階
で
、
今
回

介
護
度
が
低
い
方
が
入
所
で

き
、
３
食
提
供
な
の
で
本
当

に
あ
り
が
た
い
。
長
万
部
で

生
活
し
た
い
方
も
た
く
さ
ん

い
る
。
収
入
の
部
分
で
カ
ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

再
度
答
弁
を
求
め
る
。

　
町
長
　
料
金
の
見
直
し
を

す
る
場
合
、
１
５
０
万
円
以

下
だ
け
を
見
直
し
て
、
２
０

０
万
円
以
上
を
見
直
さ
な
い

と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

階
層
区
分
が
今
３
分
割
の
も

の
を
６
分
割
に
し
て
上
も
あ

げ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
で

や
ら
な
い
と
公
平
性
が
保
た

れ
な
く
な
る
。
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
を
い
た
だ
い
た
年
収
１

５
０
万
円
以
下
の
階
層
区
分

も
含
め
、
料
金
体
系
全
体
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　
柏
倉
　
過
去
に
料
金
の
検

討
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

据
え
置
き
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
保
健
福
祉
課
長
　
過
去
に

施
設
を
増
設
し
た
際
、
食
事

の
提
供
を
含
め
検
討
し
た
経

緯
は
残
っ
て
い
る
が
、
年
月

が
相
当
経
っ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
見
送
っ
た
か

経
過
は
わ
か
ら
な
い
。

　
柏
倉
　
国
民
年
金
収
入
の

み
で
、
こ
こ
の
施
設
に
は
入

所
で
き
な
か
っ
た
が
、
黒
松

内
の
施
設
に
は
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
た
方
が
い
る
。
黒

松
内
で
は
家
賃
の
補
助
を
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

長
万
部
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
家
賃
見
直
し
を

（
町
長
）
第
８
期
介
護
計
画
策
定
作
業
の
中
で
検
討
す
る

献
 
柏
倉
　
恵
里
子
　
議
員
 
献

　
町
長
　
長
万
部
町
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
方
に
は
、
居
室
料
お
よ

び
食
費
、
管
理
費
を
負
担
い

た
だ
く
。
居
室
料
は
、
収
入

に
よ
る
階
層
で
区
分
さ
れ
て

お
り
、
単
身
用
居
室
は
、
１

５
０
万
円
以
下
は
月
額
１
万

５
千
円
、
１
５
０
万
円
か
ら

２
０
０
万
円
ま
で
は
月
額
２

万
円
、
２
０
０
万
１
円
以
上

は
月
額
２
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
食
費
、
管
理
費
の

合
計
は
、
入
居
す
る
部
屋
に

も
よ
る
が
、
月
額
６
万
円
前

後
と
な
る
。

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
委
託
料
は
２
３

０
０
万
円
、
居
室
料
収
入
は

６
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
差
引
１
６
４
０
万
円
が

高齢者生活福祉センター
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柏
倉
　
全
国
的
に
介
護
従

事
者
が
不
足
し
て
お
り
、
長

万
部
町
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
の
背
景
に
は
い
ろ
い
ろ
、

様
々
な
理
由
が
存
在
す
る
と

思
う
が
、
介
護
を
目
指
す
人

の
後
押
し
も
必
要
な
こ
と
と

思
う
。
現
在
は
研
修
を
行
う

他
市
町
村
ま
で
出
向
い
て
い

る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
１

３
０
時
間
必
要
で
、
最
短
で

も
１
か
月
か
か
る
。
受
講
料

プ
ラ
ス
交
通
費
も
か
さ
む
が
、

移
動
時
間
も
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　
開
催
す
る
に
は
あ
る
程
度

の
受
講
人
数
が
必
要
な
よ
う

な
の
で
、
近
隣
町
村
に
も
声

か
け
を
し
て
人
数
を
ま
と
め
、

高
校
生
の
受
講
も
斡
旋
す
る

な
ど
、
挑
戦
し
た
い
方
が
挑

戦
で
き
る
環
境
を
長
万
部
町

で
作
っ
て
は
い
か
が
か
。
町

長
の
所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
長
万
部
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
平
成
　
年
度
か

３０

ら
実
施
し
て
い
る
、
福
祉
・

介
護
の
人
材
の
安
定
的
な
確

保
と
定
着
を
図
る
た
め
の
福

祉
資
格
取
得
等
助
成
事
業
に

対
し
、
町
で
は
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　
事
業
の
内
容
は
、
福
祉
ま

た
は
介
護
に
関
す
る
資
格
を

取
得
し
た
、
ま
た
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
等
に
関
す
る
必
要

な
講
座
等
を
受
講
し
た
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
、

町
内
の
福
祉
施
設
に
就
労
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
、

も
し
く
は
現
に
就
職
し
て
い

る
者
に
対
し
、
受
講
料
、
受

験
料
、
交
通
費
、
宿
泊
費
の

合
計
額
５
万
円
を
限
度
額
と

し
て
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
　
年
度
の
実
績
は
、
介

３０

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
介

護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
な

ど
を
受
講
し
た
４
名
に
対
し

て
助
成
し
て
い
る
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、

過
去
に
は
町
内
で
も
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
受
講

す
る
方
が
少
な
い
た
め
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
に
お

い
て
も
、
研
修
会
開
催
の
た

め
事
業
者
が
社
会
福
祉
協
議

会
や
町
内
事
業
所
を
訪
問
し

た
が
、
希
望
者
が
少
な
い
と

伺
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
、
他
町
村
に
声

掛
け
し
て
の
研
修
会
開
催
は

難
し
い
と
考
え
る
。

　
当
面
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

福
祉
資
格
取
得
等
助
成
事
業

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
広
報
活
動
に
努

め
る
。

町内で介護職員初任者研修の開催を

（町長）受講者が少ないため難しい

― 柏倉　恵里子　議員 ―
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北
川
　
地
方
創
生
事
業
の

一
環
で
あ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
は
５
年
計
画
の
最
終
年
度

と
な
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
１
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

増
設
計
画
の
結
論
は
。

　
２
、
温
泉
熱
利
用
の
設
備

計
画
や
整
備
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
３
、
ト
マ
ト
の
収
穫
実
績

は
順
調
に
推
移
を
し
て
い
る

の
か
。

　
４
、
首
都
圏
青
果
市
場
に

お
け
る
高
価
格
帯
で
の
販
路

拡
大
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
町
長
　
１
、
今
年
度
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
増
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
高
価
格
帯
で
の

販
売
ル
ー
ト
拡
大
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
や
、
従
業
員
等
の

退
職
な
ど
が
あ
り
、
体
制
を

再
構
築
し
て
い
る
中
で
の
今

年
度
中
の
規
模
拡
大
は
難
し

く
、
実
施
し
な
い
。

　
２
、
現
在
、
理
科
大
に
供

給
し
て
い
る
温
泉
送
水
管
を

途
中
か
ら
分
岐
し
、
ハ
ウ
ス

内
暖
房
の
一
部
の
熱
源
に
利

用
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
設

備
の
設
置
を
今
年
度
中
に
実

施
し
た
い
。

　
３
、
７
月
中
は
日
照
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
栽
培
に
良
く

な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

現
在
は
日
照
時
間
も
回
復
し
、

収
穫
量
・
糖
度
を
上
げ
て
い

け
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

　
４
、
首
都
圏
青
果
市
場
で

の
販
売
は
、
輸
送
コ
ス
ト
が

最
大
の
ネ
ッ
ク
の
た
め
、
今

後
は
輸
送
コ
ス
ト
が
安
く
、

高
価
格
帯
で
販
売
で
き
る
道

内
で
の
流
通
に
シ
フ
ト
す
る

よ
う
対
応
し
、
ま
ず
は
安
定

し
た
収
益
の
確
保
を
目
指
し

て
い
る
。

　
北
川
　
１
、
交
付
金
の
対

象
期
間
中
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
２
棟
体
制
で
の
生
産
が

確
定
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ハ
ウ

ス
の
棟
数
は
、
今
年
度
は
２

棟
で
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
２
、
現
在
、
平
里

の
温
泉
井
か
ら
理
科
大
ま
で

給
水
管
で
温
泉
を
供
給
し
て

い
る
。
理
科
大
に
行
く
手
前

で
分
岐
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
迂
回
さ
せ
る
と
、
理
科

大
の
風
呂
が
使
え
な
く
な
る

の
で
は
。
ま
た
、
温
泉
水
の

温
度
は
何
度
あ
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
冬
期

間
の
暖
房
に
利
用
し
た
い
と

の
こ
と
で
、
理
科
大
の
送
水

に
影
響
の
な
い
よ
う
、
冬
休

み
期
間
中
の
稼
働
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
温

度
は
、
温
泉
送
水
管
設
置
の

段
階
で
は
　
寿
前
後
あ
る
。

４４

　
北
川
　
で
は
、
理
科
大
生

が
入
寮
し
て
い
る
期
間
中
は

こ
の
装
置
は
使
え
な
い
こ
と

に
な
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん

な
仕
組
み
な
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
熱
交

換
の
仕
組
み
の
詳
し
い
仕
様

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
単
純

に
温
泉
水
を
回
す
の
で
は
な

く
、
温
泉
水
か
ら
熱
を
交
換

し
た
液
を
回
す
と
い
う
形
で

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
　
寿
の
お
湯
を
熱

４４

交
換
し
て
、
長
さ
１
０
０
メ

ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
２
棟
循
環
さ
せ
て
、
ど
の

地
方
創
生
事
業
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
進
捗
状
況
は

（
町
長
）
計
画
ど
お
り
の
進
捗
状
況
で
は
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
安
定
収
益
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る

献
 
北
川
　
佳
嗣
　
議
員
 
献

程
度
の
熱
量
が
確
保
さ
れ
る

の
か
。
実
証
実
験
等
で
デ
ー

タ
の
取
得
は
し
て
い
る
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ま
だ

デ
ー
タ
は
取
得
し
て
い
な
い
。

設
計
上
で
は
全
て
の
ハ
ウ
ス

に
熱
源
の
供
給
は
で
き
ず
、

一
部
の
熱
源
と
し
て
利
用
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
川
　
交
付
金
申
請
の
段

階
で
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
部

門
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
門
に

分
か
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
部

門
に
関
し
て
は
１
０
０
％
関

連
企
業
内
で
資
金
調
達
の
め

ど
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
ソ

フ
ト
部
門
の
交
付
金
及
び
補

助
金
を
１
０
０
％
使
う
と
申

請
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
ソ
フ
ト
部
門
か
、
ハ
ー

ド
部
門
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
施
設

に
つ
い
て
は
ハ
ー
ド
部
門
と

な
り
、
民
間
業
者
が
経
費
を

持
つ
。
設
計
な
ど
は
、
ソ
フ

ト
部
門
と
し
て
交
付
金
を
投

入
で
き
る
。

高糖度ミニトマト
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辻
　
例
年
１
月
か
ら
３
月

に
か
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
、
小
・
中
学
校
が
学

年
閉
鎖
や
臨
時
休
校
す
る
こ

と
に
よ
る
勉
強
の
遅
れ
や
、

学
校
行
事
の
日
程
変
更
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
。
本
町
で
は
、

町
広
報
に
よ
る
予
防
接
種
の

啓
発
、
学
校
と
保
護
者
と
の

連
携
に
よ
る
早
期
の
接
種
に

よ
り
、
重
症
患
者
や
不
慮
の

事
故
の
発
生
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
予
防
接
種
を
す

る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
っ
て
も
症
状
が
軽
く
、

低
学
年
の
子
に
は
体
の
負
担

軽
減
に
も
な
る
が
、
接
種
は

任
意
で
あ
り
、
接
種
率
は
あ

ま
り
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
さ
ら
に
、
町
広
報
な

ど
で
予
防
接
種
の
啓
発
に
取

組
む
と
と
も
に
、
高
校
生
以

下
の
接
種
を
無
料
化
し
、
接

種
率
を
上
げ
る
こ
と
が
医
療

費
の
適
正
化
に
も
繋
が
る
の

で
は
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
よ
る
重
症
患
者

や
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
報
告
さ

れ
て
い
な
い
。
　
　

　
次
に
、
小
学
校
低
学
年
以

下
の
予
防
接
種
の
接
種
率
に

つ
い
て
、
長
万
部
町
立
病
院

に
て
接
種
し
た
　
歳
以
下
の

１０

子
は
、
平
成
　
年
１
１
６
名

２８

　
・
５
％
、
平
成
　
年
度
　

３４

２９

９６

名
　
・
４
％
、
平
成
　
年
度

２８

３０

１
０
９
名
　
・
９
％
で
あ
る
。

３３

町
外
の
病
院
で
接
種
す
る
方

も
い
る
の
で
、
実
際
の
接
種

率
は
も
う
少
し
高
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
医
療
費
適
正
化
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
予
防
接
種
の
啓

発
な
ど
感
染
予
防
の
周
知
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。
ま
た
、

子
ど
も
の
予
防
接
種
料
金
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
様
々
な
動
向
を

み
な
が
ら
助
成
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
辻
　
　
歳
以
上
の
予
防
接

６５

種
の
補
助
事
業
内
容
と
、
対

象
者
数
・
接
種
率
は
。

　
健
康
推
進
室
長
　
接
種
料

金
の
う
ち
千
円
を
補
助
、
生

活
保
護
者
は
無
料
。
平
成
　２８

年
度
は
実
施
者
数
８
１
８
名
、

接
種
率
　
・
４
％
。
平
成
　

３６

２９

年
度
７
９
９
名
、
　

・
６
％
。

３５

平
成
　

年
度
８
３
１
名
、

３０

　
・
４
％
。

３７　
辻
　
他
町
村
の
病
院
で
の

接
種
も
含
む
数
字
か
。

　
健
康
推
進
室
長
　
こ
の
事

業
は
長
万
部
町
立
病
院
と
の

委
託
契
約
な
の
で
、
町
立
病

院
で
の
実
施
分
で
あ
る
が
、

施
設
入
所
者
や
長
期
入
院
の

方
は
町
立
病
院
で
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
入

所
施
設
内
も
し
く
は
入
院
先

病
院
内
で
接
種
し
て
い
る
。

　
辻
　
高
校
生
以
下
の
予
防

接
種
対
象
年
齢
は
。

　
健
康
推
進
室
長
　
生
後
６

か
月
か
ら
だ
が
、
実
際
は
１

歳
過
ぎ
て
か
ら
の
接
種
が
多

い
。

　
辻
　
受
診
率
が
高
齢
者
も

子
ど
も
も
３
分
の
１
程
度
で
、

あ
ま
り
高
く
な
い
。
や
は
り

予
防
接
種
率
を
上
げ
、
症
状

が
軽
く
済
め
ば
医
療
費
の
適

正
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

インフルエンザ予防接種の無料化について

（町長）受診率などの経過を見ながら　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　今後検討する

― 辻　　紀樹　議員 ―

　
何
で
も
無
料
化
に
と
い
う

の
は
時
代
に
即
さ
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
達
も

　
歳
以
上
と
同
じ
よ
う
な
補

６５助
事
業
を
実
施
し
て
は
。

　
町
長
　
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
は
実
施
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と

い
う
の
は
、
子
ど
も
の
状
況

や
体
力
な
ど
健
康
問
題
も
含

め
、
国
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

個
々
の
保
護
者
の
判
断
と
し

て
い
る
。
予
防
接
種
を
無
料

化
に
す
る
こ
と
は
当
面
や
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
今
後
、

子
ど
も
達
の
受
診
率
が
高
く

な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

経
過
を
見
な
が
ら
検
討
し
た

い
。


